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本書は、ビジネス実務教育においてワーク形式の授業を効果的に行う

ための、各ステップでの実践事例をまとめたものです。原文は『秘書教

育研究14・15号』（日本秘書教育学会）に「『ワーク指導のワザ』事例集

Ⅰ・Ⅱ」として掲載されたものであり、32名の先生方に寄稿いただいて

います。

ビジネス実務教育においてワーク形式の授業は、今では欠かせないも

のとなっています。しかしながら、ワーク形式の授業を進めるにあたっ

ての方法は未だ確立されているとはいえず、それだけにどの先生も、ど

のように進めたらよいのか、どのように学生・生徒の参加意欲を高めた

らよいかなど、多くの面で挑戦や試行錯誤が続いています。ワークを効

果的に進めるためのノウハウや工夫は多くの先生方が待望されていると

ころであり、それだけに32名の先生方が公開された40の実践事例は非常

に貴重なものであり、参考になるものでしょう。

本書のもう一つの意義は、先生方それぞれの授業の形式や内容、工夫

を進んで公開していただけたことです。巻末の座談会でも言及されてい

ますが、ビジネス実務教育のような教育体系が完全に確立されていない

分野において教育水準を高めるためには、先生方個々の教育内容や技法

を孤立させることなく、積極的に交流を図り切磋琢磨を図る必要がある

でしょう。このことは多くの先生が指摘されているところでもあります。

交流の形式はさまざまにあるでしょうが、本書のような形式はその第一

歩となるものであり、これにより、さらに多くの工夫と改良が続き、ワ

ーク形式の授業、さらにはビジネス実務教育全般の教育レベルの向上に

つながると確信しています。

貴重なノウハウをお寄せいただいた32名の先生方に改めてお礼を申し

上げます。

日本秘書教育学会
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